ーテンさんに教えてもらって、船乗りの奥さんを見つけた。
「私、この頃やっと自意識に目覚めたといってもいいと思うの。このクラブの人たちって自
己の存在を穴があくほど見つめちやってるワケ」
奥さんも、やっぱり他の人たちと同じようにわけのわかんないことを言っていた。でも、
どことなく人の良さそうな女性だ。まずはジェフが声をかけた。
「船乗りの奥さん、旦那さんが待っています。トトのお家へ帰りましょう!」
「私、四六時中も五六時中もこの店に存在をしていたいと思ってるの……」
ダメだ……聞く耳もたずって感じだ。こうなったら……。
●ネスが説得する102●ポーラが説得する7O
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ぼくはミスターのバットで、ゲップーの体をおもいっきりひっぱたいた!ボカッ!
ットの攻撃力はさすがに高く、ゲップーは身もだえして苦しんでいる。
〓151ヘ
24
店に入ったぼくたちは、中をざっと見渡した。
●厚めのフライパンがあれば261ヘ●なければ
●厚めのフライパンがあれば261ヘ●なければ165

